
令和 2年度 GLEP海外インターンシップ報告書 

 

学部：看護学部 

学年：3年（インターンシップ開始時） 氏名：玉城聖佳 

対象国：中国（広州） 

場所：曁南大学 

期間：2021/3/22～4/17 

 

⚫ インターンシップ参加の動機 

私はもともと海外に興味があり、将来は JICAや NGO などに所属して海外で働き、国際協力に携わり

たいと考えています。大学１年生の時に海外インターンシップの報告会に参加し、プログラムを終えた

先輩の話を聞いて、飛行機の手配からインターンシップの目標設定や内容の調整まで基本的に全てを学

生が自身で行う、学生主体のプログラムであることを知り、インターンシップの経験が自分の成長に繋

がると感じ、インターンシップに参加することにしました。また、高校生の時にフィリピンに留学をし

たことがあったのですが、新しい土地で自らコミュニケーションを取り、人間関係を築いていくことや

積極的に発信していくことに課題を感じていました。そこで、このインターンシップを通してもう一

度、言語も文化も全く異なる環境に一ヶ月程度身を置くことで自分のコミュニケーションスキルや国際

感覚を磨きたいと考えたことも理由の一つです。中国（広州）を選んだ理由としては、インターンシッ

プ場所が曁南大学の日本語学部であり、海外の大学生活について知ることができて、学生とも交流を持

つことができる点に魅力を感じたからです。さらに、このインターンシップでは（現地でのインターン

シップの場合）助成金が一人当たり 8万円支給されるのですが、中国は日本からの飛行機代も安く、物

価も安価であるため、個人負担が他の国よりも少ない点も現地でのインターンシップに参加できる場合

は魅力の一つです。 

 

⚫ インターンシップ内容 

①授業参加 （3回） 

・第一回：「中日大学生及び文化の差異と関連付け」（2019年入学内招生） 

曁南大学の学生から大

学生活やキャンパスのあ

る広州についてなどのプ

レゼンテーションをして

もらいました。また、自

らも兵庫県立大学や日本

の大学生の生活などにつ

いてのプレゼンテーショ

ンを行いました。 

 

 



 

・第二回：「中日大学生及び文化の差異と関連付け」（2019年入学外招生） 

       曁南大学の学生が一人ずつ質問をしてくださり、その質問から日本のポップカルチャーや

地震への対応など幅広いトピックについて意見交換を行いました。 

 

・第三回：「日本語初心者向けの雑談や世間話」 

副専攻として日本語を学んでいる学生に日本語の物語として桃太郎物語を紹介しました。

さらに、オノマトペや物語でよく使われる決まり文句などについても説明し、学生から物

語の発表を聞かせて頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②卒業論文の添削 

曁南大学の 4 年生が書いた卒業論文を一つ担当し添削を行いました。 

担当した卒業論文のテーマ：「中日両国の贈答行為について」 

 

インターンシップでは主に VOOV や WeChatという中国で使用されている Zoomや LINEのようなアプ

リを使用して大学の先生方と連絡を取りながら進めていきました。 

 

⚫ 学んだこと、得たこと 

中国の大学生活について知ることができました。特に曁南大学では香港、マカオ、台湾などから

の留学生も多く、中国の本土で教育を受けた学生と本土以外で教育を受けた学生では大学入学まで

の教育が異なるため内招生と外招生としてクラスを分けて授業が行われている点は日本には無い大

きな違いだと感じました。また、学生からの大学生活のプレゼンテーションでは、中国の大学生は

ほとんどが寮で生活をしていて、アルバイトはしていないとのことでした。土曜日の授業に参加し

た際は、ルームメイトが寝ているため、部屋の電気をつけずに授業に参加している学生もいまし

た。他にも、日本語学部で学ぶ学生に「なぜ日本語を勉強しようと思ったのか」と尋ねると、ほと



んどの学生が日本の音楽やアニメ、ドラマがきっかけで日本語に興味を持ったと答えていて、日本

のポップカルチャーが中国でもとても人気であることを知ることができました。学生からの質問に

おいても、流行の音楽やアニメについての質問が多く、中国の方にとっての日本のイメージの一つ

に歴史的な文化に加えてポップカルチャーが浸透していることを改めて感じる機会となりました。 

 

⚫ 印象に残ったこと 

インターンシップ全体を通して印象的だったことは、曁南大学の学生の授業への積極的な姿勢です。

参加した授業のうち二回の授業は学生が主体となってオンラインでの授業を進めていました。授業の準

備の段階から学生から授業の流れについての連絡が来ることもありました。また、プレゼンテーション

や質問をする際には、全て日本語で堂々と発言していました。私は、海外の方の前で英語を使って発表

する時には、間違っているのではないかと不安になり、消極的になってしまうことがあるので、インタ

ーンシップで出会った学生の堂々として積極的な姿勢は見習っていきたいと感じました。さらに、外招

生の学生との授業では、授業のほとんどの時間が質疑応答の時間に割振りされており、授業計画の段階

では少し不安を感じていました。しかし、授業が始まると 1 時間以上もの間、学生からの質問が続き、

とても盛り上がった授業となったことも曁南大学の学生の積極性を感じた印象的な出来事でした。 

 

⚫ 苦労したこと 

今回のオンラインでのインターンシップは曁南大学の学生に向けてパワーポイントを用いてプレゼン

テーションを行ったり、画面を通してコミュニケーションをとったりする機会が多くありました。日本

語が母国語ではない方に対しての日本語でのプレゼンテーションやコミュニケーションの機会は日常生

活の中であまりなかったので、伝わりやすいように工夫する点が難しかったです。スライドを作成する

際にも日本語と中国語で共通している漢字の方が伝わりやすいのではないかと考え、漢字を多く使うよ

うにし、視覚的に伝わるように写真やイラストを多く使用するなどして対応しました。また、授業の中

では普段よりゆっくりと話すことを心掛けて、話し終わった後には時々、伝わっているか、理解できた

かを確認し、一方的な会話にならないように心掛けました。 

 

⚫ インターンシップ参加にあたって必要な語学力・スキル 

日本語学部の学生と関わることが多いので中国語はできなくても問題ありませんでしたが、「知って

いる中国語はありますか」などと聞かれることもあったので知っていると話題を広げやすくなると思い

ます。ポップカルチャーについての質問がとても多かったので、流行している音楽やアニメ・ドラマ・

芸能人を知っているとさらに話が広がります。また、オンラインインターンシップでは、パワーポイン

トを用いて話をすることが多いです。授業の際にはゲストという形で授業に参加させて頂くことになる

ので、明るく、元気にオンライン上で話せる力があるといいインターンシップになると思います。 

 

⚫ この経験を今後どう活かしていくか 

インターンシップでは、普段の大学生活ではあまり経験することのないスピーカーとして海外の方に

発信するということを経験することができました。日本語が母国語ではない方に向けてどう伝えたらよ

いのか、どのようにコミュニケーションをとると分かりやすいのかと工夫した経験を活かして、今後、



社会に出て様々な人と関わる上でも相手にとって伝わりやすい伝え方を意識してコミュニケーションを

とっていきたいと思います。また、コロナ禍でなかなか海外に行くことができない状況ですが、インタ

ーンシップを通して曁南大学の方と交流することで、やっぱり海外が好きだと感じ、自分の好きなこと

を再認識することができました。コロナ禍だからと諦めずに、インターネットを使って今できる国際交

流に取り組むことで自分の興味関心を追求することができると感じたので、今後もオンライン開催のプ

ログラム等に参加してみたいと思います。 

 

⚫ 後輩へのメッセージ 

海外に興味のある人、海外で働いてみたい人は是非参加してみてください。オンライン上で連絡をと

って、企画や発表をする中では、時差を考慮したり、相手への伝え方を工夫したりと海外インターンシ

ップならではの留意点や課題があり、それに向き合うことで海外の方とともに働く感覚を体感できると

思います。また、曁南大学の学生はとてもフレンドリーなのでオンラインでのインターンシップでもた

くさんの友達ができますよ！オンラインでの海外インターンシップは費用や場所の制限が少ない分、気

軽に参加できるのと思うので、是非チャレンジしてみてください。 

 

 

以上 

 


